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ま え が き

寄生 虫卵殺滅 剤 としてのThiabendazole が， 屎尿中

蛔虫卵に対して著しい殺 卵効果を示 すこ とは既に報告 し

た．まづ殺卵剤 の効果判定 実験の基本的な作用条件 とし

て，温 度， 日数， 濃度，　pH ，メヂウムの5 条件 を 設定

し，これら の作用条件 を組合せて殺卵効果 を比較 検討 し

た （久津見，　1964　a）． 次にThiabendazole の 各種剤型

の うち， 非水溶性純末， 中間水溶性粉末 ， 完全水溶性

粉末の3 種類に つ いて 有 効濃度を 検討し た（久津見，1964

b）．

し かし上記 の実験で対象とした虫卵は蛔 虫卵 のみで，

第3 の問題 として各種寄生虫卵に対す る殺 卵効果の検討

が必要であ り，今 回は鞭 虫卵及び 鉤 虫卵 に対 するThia －bendazole

の殺卵効果 を調べた．なお 農家 の屎 尿貯溜槽

内にThiabendazole を 投入し， 蛔虫卵， 鞭 虫卵及び鉤

虫卵に対 する実 際使用時 の効果 を調べ たので併 せて報告

す る．

屎尿中鞭虫卵に対す る水溶性

Thiabendazole の殺卵効果

1． 実験材料及び方法

a） 鞭虫卵及び メヂウム

鞭 虫卵は虫卵陽性者 より採取し た屎 内虫卵及び検便 を

目的 に集めた屎内虫卵であ る．屎 に5 倍量 の尿を加えて

攪拌 し，篩で濾過して粗大 な夾雑物 を除い た．メヂ ウム

量 はすべて50　ml　で，容 器は直径3 ．5　cm，　高さ7cm の80

m1　入 りガラス管瓶で，パ ラフ ィン紙で 口を覆っ て輪

ゴ ムで止 めた．

b） 使 用薬剤

Thiabendazole はすべて水溶性粉末 を用い た． これは

粉末1g 中に350　mg　のThiabendazole ，　2べ4’－thiazolyl）

－benzimidazoleを含有してい る． 作用濃度 は含有されるThiabendazole

の量で表示 した． 薬剤の 稀釈 は既報の場

合 と同様 で， 粉末114 ．4　mg　（Thiabendazole として 扮mg

）を51 ．2　mlの蒸溜水に溶解 し， その1 ．6　m1　を屎尿50

m1　中に加えて作用 濃度50　ppm　（稀釈倍率 は20 ，000

倍） とし た． これ以下の濃度は，上記水溶 液を順次2 イ音

稀釈して ゆき，そ れぞれの1 ．6　mlをメヂウ ムに加えた。c

） 効果判定

蛔 虫卵と同 様の方法で，培養法に よっ て仔 虫形成卵に

至っ たものを生卵とし，それ以外 の異常 発育卵及び変性

卵 を死 卵とした．

培 養法 は蛔虫卵の場 合と全 く同様であ るが，培養期間

は6 ～8 週とし，素焼カワ ラ上 の材料 を小試験管に入れ

てアンチホルミ ン原液を加 え，5 分放置 後に水洗し遠心，

沈 澱によっ て集 めた虫卵 を観 察した．

2． 第1 回実験

作 用温度15 °C につい ては3 月作 用のみ，25 °C にっ・

い ては3 日作 用（2 例），7 日作用（3 例）を行なっ た．第1

表 に示 すように15 °C，3日作用 では6 ．25　ppm（160，000・

倍） まで仔 虫期卵を認 めず，25 °C　3 日作 用では3 ．12ppm

　（320，000倍）あるいは1 ．56　ppm　（640，000倍）にお

い て仔 虫期卵を認めない．25 °C　7日作用 では1 例では1

．56　ppm，　他 の2 例（ミはO 。78　ppm　（1 ，280，000倍） の濃

度 におい ても仔虫期卵は出現し ない ．

3． 第2 回実験

各 種作 用温度， 作用日数 に おけ る効果 を 検討 するた

め， 同一 屎尿を 使用して5 ゜C，　15°C，　25°C の3 日，7

日作 用の6 種の組合せで実験 を行 なっ た．結果は第2 表

の通 りである． この表では 仔虫期 卵 百分率 のみ を表示

し， 異常分裂卵，単細胞変性 卵，崩壊 ・顆粒化・胞形成

卵などの分類表示は省略し た．
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第1 表　屎尿内人鞭虫卵は対する水溶性Thiabendazole の殺卵効果（1）
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作用　Thiabendazole濃度

日数　　ppm 　（稀釈倍率）

1例のみ
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虫　　　　　細
期　常育　胞性

第　1　例

仔
虫
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仔
虫
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第2 表　屎尿内人鞭虫卵に対する水溶性Thiabendazoleの殺卵効果（
2
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数字 は培 養後の観察により仔虫期卵 となっ たものの百分率のみを示し た

各作用 口数 におい て2 例づっ （I，　II） 同一時期に試験し た．

5°Cにおける最ノJヽ有効濃度 （仔虫期卵 の出現 しない最

ノJヽ濃度）は3 日作用で は25　ppm　（40，000倍），7 日作 用で

は12 ．5　ppm　（80，000倍）である．15°C では3 日作 用で

は6 ．25　ppm（160 ，000倍），7 日作用 では3 ．12　ppm　（320，000

倍）である．25 °C においては3 日作用では1 ．56ppm

（640 ，000倍），7 日作用では0 ．39　ppm　（2，560，000倍）が

最小有効濃度であ る．作用時pH は8 ．62～9 ．02である ．

屎尿中 鉤虫 卵に対する水溶性

Thiabendazole の殺卵効果

1． 実験 材料 及び 方法

a） 鉤 虫卵 及び メヂ ウム

鈎虫卵は犬鉤虫卵及び人鉤虫卵を用い，何れも排便直

後の屎に5 倍量の人尿を加え，篩で濾過して鉤虫卵含有

屎尿を作った．メヂウム量と容器は鞭虫卵と同様である．b

） 薬剤及び作用方法

Thiabendazoleは水溶性粉末を用い，作用温度は15°C

のみについて行なった。

c） 効果判定

鉤虫卵に対する効果判定は，培養法により素焼カワラ

の周囲の水に游出する仔虫数によって行なった．仔虫数

が大きいときは稀釈計数後，計算により求めた．即ち薬

剤の作用をうけた虫卵のうち，生卵は孵化発育してシャ

ーレ内の水中に移行したものと考え， 培養14 日後の仔
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第3 表　屎 尿内犬約虫卵に対す る水溶性Thiabendazole の殺卵効果（1） （作用 温度15 °C）
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内は対照の

第4 表　屎 尿内犬鉤虫卵に対す る水溶性Thiabendazole の殺卵効果（2） （作用温度15 °C）
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虫数 を対照 の溶 出仔 虫数（100　％ とする）と比較し た・

2． 大鉈虫卵に対する効果

犬 鉈虫卵に対する殺卵効果は第3 表（3 日作 用）と第4

表 （7 日作用）に示し た．実 験は4 回行ない，1 回の実

験には同一濃度につき2 例づっ 実験した．作用時pH は8

．65～8．98である．

こ の結果 をみ ると，15 °C　3日作用で は完全 に有効な

濃度 は1 ．56　ppm　（640 ，000倍）であ るが，　0．78　ppm

（1，280，000倍） において もか なり有効 で，第n 例 の1 ．7

％を除くと他は0 ．5％以下（O～0．35％）であっ た．

7 日作用で 完全 に有効な濃度は0 ．78　ppm（l　，280，000

倍）であ るが，　0．39　ppm　（2，560，000倍）において は第1

例 のみ0 ．07　％ の仔 虫溶出率であるが，第n ～第IV例

では全く仔 虫を認 めない ，この場合 の最刀ヽ 有効濃度 は実

験的 にはほぼ0 ．39　ppm　と考えられ る．

3． 人鈎虫卵に対す る効果

ヅビニ鉈虫卵について の実験 では，3 日作用の最小有

効濃度は0 ．39　ppm　（2，560，000倍），7 日作 用では0 ．20ppm

　（5 ，120，000倍）であっ た． またアメリカ鉈虫郛につ

いては，3 日作用 では0 ．78　ppm　（1，280，000倍），7 日作

用では0 ．39　ppm　（2 ，560，000倍） で仔虫の溶出を認 めな

い ，作用時pH は8 ．80～8 ．98であ る．
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犬鈎虫卵に対する効果と比較してみると，より低濃度

で有効であるようにみえるが，犬鉈虫卵含有屎の残渣量

にくらべて人鈎虫卵含有屎の残流量が少ないので，メヂ

ウムの屎尿比についての検討，及び人約虫卵に対する実

験例数の増加が必要であろう．

農家屎尿貯溜槽内の蛔虫卵，鞭虫卵

及び鉤虫卵に対する殺卵効果

蛔虫卵及び鞭虫卵については東京都西多摩郡檜原村の

農業，林業の数戸について実施し，釣虫卵については埼

玉県北埼玉郡川里村の農家数戸において行なった．屎尿pH

は7．1～8．5， 日中気温は18～25°Cであった．

薬剤の投入前に予め屎尿を攪拌しながら200　m1　のサ

ンプルを採取し，これを実験室内で2Z の水を加えて撹

拌，篩で粗大な夾雑物を除いて数回水洗し，沈渣の一部

を培養した．薬剤の投入後，毎日1 回攪拌し，7 日又は8

日後に再びサンプルを採取して培養した．殺卵効果の

判定は実験の場合と同様である．

1， 蛔虫卵及び鞭虫卵に対する効果

蛔虫卵及び鞭虫卵は同一屎尿中に存在し，　Thiabenda－zole

の作用濃度は50　ppm　（20，000倍）とした，まづ屎尿

量を計算し，屎尿20 昌こっき水溶性Thiabendazole　3

第5 表　屎尿内 人鉤虫卵に対する水溶性Thiabendazole の殺卵効果（ 作用温度15 °C）

Thiabendazole濃度ppm

　（稀釈倍率）

1。56（　640 ，000）

例

数

I

H

3 日 作 用

ヅ

仔

ビ ニ鉤虫

虫数（％）

アメリカ鉤虫
仔虫数（％）

ヅ

仔

7　 日　作　用

ビニ鉤虫
虫数（％）

アメリカ鉤虫
仔 虫数（％）

0。78　（　1，280，000）

I

H

0。39　（　2，560，000）

l

n

0

20

10

0。20　（　5，120，000）

I

U

34 63

366

6

39
23

0。10　（10，240，000）

l

n
2，410
2，460
2，435　（　96

1，140
960　（　82

840

410

0。05　（20，480，000）

l

n
1，0501
，1101
，080

78
84
81

1 ，2001

，020

0。025（40，960，000）

照

ln

Ⅲ

2，6302
，5602
，4002
，530

1

1

230
990
260

（71 ）

255
256
271
261 （100．0）

930
1，050

990　（　74．4）1

，530

1，170
1，290
1，330　（100 ．0）平均　　2，530　（100．0）　1 ，160（100．0） ＿

㎜ ㎜ ㎜ 〃 －

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －

平均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　249　（　95．4）　　　990　（74 ．4）

平均　　　　　　　　　　　　1，080　（　93．1）　　　81　（　31．0）　　1，110　（　83．5）
T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　282　　　　　　　930

平 均　　2 ，435 　（ 　96 ．3）　　　960 　（　82 ．8）　　　　4 （　1 ．5）　　　625 　（ 　47 ．0）

” ミ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ← － ㎜　　 ＿　　　　　　　　　　　 ．7’ご‾ ‾ “‾ ‾‾‾

平均　　　332 　（　13．1）　　　215 　（　18．5）　　　　O （　O　）　　　23 （　1 ．9）

平 均　　　　O （　O　 ）　　　10 　（ 　0 ．86 ）　　　O （　O　 ）　　　O （　O　 ）

”　　　　　　　 －　　　　　　　 ふ

平均　　　　O （　O　 ）　　　O （　O　）　　　O （　O　）　　　O （　O　 ）

平 均　　　O （　O　 ）　　　O （　O　 ）

－



72

薬

剤

投

入

第6 表　農家屎尿貯 溜槽内の蛔虫卵に対す る水溶性Thiabendazole の殺卵効果

薬

剤

投

入

屎

尿

槽

番

号

1
2
3

45

6
7
8

屎

尿

貯

溜

量

1401
340
650
540
270
610
420
570

1，200320

薬 剤 投 入 前

（6 月16 日 ）

→ 一一¶’－－・　　 ■㎜

仔

虫

捐

52
35
65
65
95
90
93
－

47

95

変

性

48

65

35

35

5

10

7

－

53

5

作用濃度50　ppm　（20，000倍）

仔

虫

期

0
0
0

0
0
0
0
0

55

88

g（純末 とし て1g ）を水 にとか して投入 した．

蛔虫卵に対する殺卵効果は 第6 表に示 したが，投入前

の虫卵の生存率は35 ～95 ％ であっ た， 投 入後7 日印 こ

採取し た材料を培養した結果では仔 虫期卵は全く認 めら

れず， すべて異常発育又は変性郛であっ た．その変性像

は実験 室内 で小 規模に行なわれた場合 の変性 像 と同様で

あっ た （写真参 照）． そ の後1 ヵ月間放置し， こ の間に

新鮮屎尿が漸 次追 加されたあと再び試料 を採取し て培養

したが，仔 虫形成 卵は認 められない．これは すでに実験

的 に認 められた残存効果（久 津見，　1964a）による ものと思

われる．

鞭虫卵に対す る殺卵効果 は第7 表 に示した．薬剤投入

前 の仔虫期卵形成率は30 ～70 ％ であっ たが， 投入後7

第7 表　農家屎尿貯 溜槽内 の鞭 虫卵に対す る

水溶性Thiabendazole の殺卵効果

屎

尿

槽

番

号

1
2
3

4
5

6
7
8

対　　9

照　10

薬 剤 投 入 前

（6 月16 日）

仔

虫

期

各
種

変

性

65　　　35

60　　　40

58　　　42

55　　　45

70　　　30

70　　　30

－　 －30

70

60
68

作用濃 度50　PPm

薬
剤投入 後7 日日
（6 月23 日）

仔

虫

期

0

0

0

一

一

0

0

0

40　　　　64

32　　　　72

（20 ，000 倍）

顆
粒
変
性

15

50

28

－

－

25

28

40

36

28

異

常

発

育

85

50

72

－

－

75

72

60

0

0

薬
剤投入後7 口目
（6 月23 日）

変　　　 性

胞
形
成

5

30

10

21

20

17

16

14

0

0

異発

常育

20

0

25

25

15

46

46

6

0

0

（　72　）

顆
粒
化

75
70
65
54
65
37
38

80

45

12

仔

虫

期

0

0

0

0

0

0

0

0

46

94

薬 剤 投 入 後40 日 目
（7 月22 日）

変　　　　性

胞形

成

異発

常育

工0　　　20

0　　0

5　　10

29　　　24

18　　38

18　　　46

28　　　26

18　　0

0

0

0

0

顆
粒
化

70

100

85

47

44

36

46

82

54

6

日目の試 料からは仔虫期卵は全 く認 められない ．

2． 鉤虫卵に対する効果

薬剤投入 前の屎 尿から培養法に よっ て得 た仔 虫数は第8

表 の通 りで2 ，000～3 ，000匹で あっ た． 鉤虫卵に対 す

第8 表　農家 屎尿貯溜 槽内 の鉤虫卵に対する，

水溶性Thiabendazole の殺 卵効果

貯
溜
槽
番
号

1

2

3

第　　4

5

1　　6

7

回　　8

9

10
n

12

13

14

第　15

2　　16

回　17

18

19

20

屎

尿

貯

溜

量

70Z

180

90

70

110

180

20

160

140

200

45

60

120

工40

150

200

80

110

80

80

游 出 仔 虫 数

一 一 一一 一薬　 剤　　 薬　 剤

投 入 前　　 投 入 後
（5 月4 日）（5 月12 日）

1，8003
，2003
，5002
，0001
，1002
，6002
，2003
，2001
，8002
，5002
，2003
、400

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（6 月8 日）（7 月7

4，2001
，8002
，2003
，0003
，4005201

，8002
，700

00

0
0
0
0
0
0

第1 回 の作用濃 度5　ppm　（200，000倍）

第2 回 の作用濃度7　PPm　（150，000倍）

何れ も屎尿 サンプ ル200　m1　の沈 渣5ml

の培養による．

日 ）

－ －・

－

－

－ 　 　 －

－＝ ¶

－

一 一

－

・



る作用 濃度は 第1 回 目は5 　ppm　（200 ，000倍）であ り，

まづ水 溶性Thiabendazole　50　g　を1Z の水に とかし，

屎 尿100 川 こ対 してこの稀釈液30　m1　（水溶 剤として1 ．5g

，　Thiabendazole としては0 ．5　g含有）を投 入した． こ

のようにして薬剤を投入したあ と8 日目に試 料を採取し

て培養し たところ，溶出する仔虫 は全 く認められなかっ

た．第2 回目には7　ppm（150，000倍）の濃度で投入し，

そ の後，虫卵含有新鮮屎尿 が漸 次追加される状態にして

お き，30 日後に再び試料を採取し て培養したが，溶出仔

虫を認 めない ．なお対絛虫卵は すべてアメリカ鉤虫虫卵

であ る．

考　 察

屎 尿内寄生虫卵を化学薬品 （い わゆる殺卵剤）によっ

て殺滅 するこ とは，寄生虫感染予防 の有力な手段の一つ

であ ることは理論的に認 めら れてい る（小宮，　1955）．最

近多 くの殺卵効果を もっ化学薬品 が報告され，一部につ

い ては実用化されてい る（yJヽ財，　1962）．

しかし，殺卵剤の研究 の多 くは蛔虫卵を対 象 としてお

り，若 干のものが鉤虫卵 を対象 とするのみで鞭虫卵を対

象 としたものは極めて少 ない．こ の理由は蛔虫卵は通常

豚 蛔虫卵を使用するた め，人手 が容 易で保存できること

や ，また水，尿，屎尿な どの任 意のメヂウ ムに混入して

実験できるこ とが利点であ る．また蛔虫は広範囲に分布

し ，その虫卵は外 界諸条件に対す る抵抗力 が最も大きい

こ とによる．従っ て蛔虫 卵に対 する殺卵効果が認められ

る条 件においては，鞭虫卵や 鉤虫卵に対 しても充分な効

果 があるこ とを予測してい るものと思われる．

著者も同様の理由によ り蛔 虫卵を対 象としてThiaben －dazole

の殺 卵効果 を 調べてきたが， 鞭 虫卵及び鉤虫卵

に対 する有効濃度は必らずし も蛔 虫卵の場合と同一とは

考 えられず，また個別的な鞭 虫予 防対 策，鉤虫予防対 策

な どの点からもそれらに対す る有効 濃度 を明確にしてお

くべきである と考えて実 験を行 なっ た．

1． 鞭虫卵殺卵効果につい て

鞭虫卵に対する殺 卵効果 の報告は加納（1958 ）がColo －rin

－Z　（benzylthiocyanate 製剤），　p －thiocyanoanillineと

そ の塩 酸塩 ，二硫化炭素 の4 種類 を屎尿 内虫卵に使用し

た以外見当ら ない． 作用濃度は2 ，000及び1 ，000　ppm

（稀釈倍率 として500 倍及び1 ，000倍）では，25 ～27°C

及び3 ～5 °C の7 日作用で8 ～98 ％の仔 虫期卵形成率 で

完 全な効果は ない としてい る．　Colorin－Zについ ては蛔

虫卵に つい ても実験し，両者 の仔 虫期卵百分率の近似す

（　73　）

73

る濃度は人鞭 虫卵の2 ，000　ppm　と1 ，000　ppm　に対 して

蛔虫卵の500　ppm　と　250　ppm　が対応する から，鞭 虫卵

に対 して は蛔虫卵に対 する濃度 の4 倍量 が必要である と

してい る．

Thiabendazole では鞭 虫卵に対 する 最小 有効濃度は，

同条件 の蛔虫卵に対 するそれ より低 く，5 °C では1 ／16，15

°C では1 ／8，　25°C では1 ／4の低 濃度であっ た．

2． 鉤 虫卵殺卵効果につい て

小林ら（1955 ，　1958）は10 °C，　20°C にお ける3 日及び7

日作用 で 屎 尿内鉤虫卵の 殺卵試験 を 行 ない， 亜硝酸

ソーダは125　ppm　（8，000倍），芥子 油は250 ～500　ppm

（2，000～4，000倍），ネオヂ クロン新剤 は1 ，000～2 ，000Ppm

（500～1，000倍），二硫化炭素 は4 ，000　ppm　（250 倍）

が最小有効 濃度 であるとしてい る． なお この実験におい

て，20 °C　7日作用 の対 照の仔虫溶出率 は保 存前の33 ～90

％であって ，14 日保存する と 仔 虫は溶出して こない

と述べてお り，20 °C の長期 間作 用は 試 験方 法 として不

適当であ るとしてい る．従っ て今回 の試 験においては作

用温度は15 °C のみ を設定 したが，7 日作用 の対 照にお

いて仔虫溶出 率の低下 が認めら れる ものがあっ た．

加納（1958）はColorin －Z，　p－thiocyanoanillineなどに

ついて屎 尿内人鉤虫卵殺卵効果 を調 べ， 蛔虫卵の場合 と

比較し た．　250～1，000　ppm　において は， 鉤虫卵に対す

る1 日作用（25～27゜C）では48 ．4～67 ％，　3 ％作 用では2

～41 ％ の仔 虫溶 出率 であっ た． 蛔 虫卵においては上記

と同一濃度 の1 日作用（18 ～20°C）では19 ～87 ％，　3 日

作用ではO ～66 ％の仔 虫期卵形成率 で， 上記鉤虫卵に対

する効果 と大 差はない としてい る．

また寺尾 （1958 ，　1959） は沃化 メチ ル，沃化 エチル，

芥子油，二臭化 エチレ ン，　DD ，　1－2－及び1 －3一二臭 化プロ

パ ンについて実 験し， 水 中試験では鉤虫 卵に対 して250

～100　ppra　（4，000～10，000倍）で有効であ り，蛔虫卵に

対 する濃度 の1 ／2～1／5で有効 で ある としてい る． しか

し屎 尿中の 殺 卵効果 は両者 で 殆ん ど 差 が なく，　500～1

，000　ppm（l　，000～2 ，000倍）で有効である としている．

これは屎尿中では 鉤虫卵に対 する殺卵効果 が著しく低下

したことを意味 してい る．

一 方， 今回 の鉤虫卵に 対 するThiabendazole の有効

濃度 は川 司一作用条件 の 蛔虫卵に 対する そ れの1 ／32～1

／64とい 低濃度であ り，鞭 虫卵に対するそ れより1 ／4～1

／8低い，15 °C における3 日作用 の 最小有効濃度 で比

較 す る と蛔虫卵 で は50　ppm　（20，000倍）， 鞭 虫卵 では6

．25　ppm　（160 ，000倍）である が， 鉤虫卵では1 ．56　ppm
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（640・000倍）である．　7日作 用では そ れぞれ25　ppm ，3

．　12　ppm　および0 ．39　ppm　であっ た．

最近Thiabendazole の 殺卵効果 に 関し，　Leland 　＆Bogue

　（1964）が学会発表 の抄録 においてStrongyloidesrcinsomi

の虫卵を 殺滅し たと 述 べている． 虫卵含有屎100

g（尿を含 まず）に対し て 各濃度 の水溶性Thiabenda －

・zoleを投入攪拌した場合，室 温にお ける3 ～14 日作用で

は25　ppm　では対照の溶出仔 虫数（11，286，000匹）に対

して9 ．8％の仔虫数が 認 められる ときも あっ たが，50ppm

で は完 全に仔 虫形成を阻止し，25　PPm　あ るい はそ

れ 以上 の 濃度であ れば 殺卵効果は充分で あ ると してい

る．但し培 養3 日の3 期 仔虫に対する効果は或 程度しか

認 めら れないようである．

このS ．　ranxoi）丿 虫卵に対 する試験の メヂウムは屎 単

独 であっ て， メヂ ウムがかりに屎 尿であっ たとす ればそ

の殺卵効果 は更に増 大した と思 われる． 従っ て ざ．x・とin－g

成 虫卵に対 する 有効濃度 と， 今 回の鉤虫卵に対ずる

有効 濃度との間にみられる かなり大きい 差は，虫卵 の種

類 よりも メヂ ウムの差に基づ くものと推 定される．

3． 各種虫卵に対する殺 卵効果 の比較

前項 において各種虫卵に対す る薬 剤の殺卵効果の比較

を述 べたが，次の理由からこ の比較 は厳密には成立しが

たい と考えられる．即ち作用条件は同一 であっ ても殺卵

効果 の判定方 法におい て蛔虫卵 と鞭虫卵 は同一 であるが

釣虫卵 のみ異なっ てい る．蛔虫卵 と鞭 虫卵 は， 作用後の

虫卵 が仔 虫期 卵となるまでの観察である が， 鉤虫卵はこ

れが孵化 発育して 感染 仔虫に なっ た ものを 観 察してお

り，生物学的に 異なっ た発育時期における観 察で殺卵効

果 を判定している からである．

このよ うな便宜的な 比較で なく厳密な比較 を行な うた

めには，蛔虫卵 と鞭虫卵 で仔 虫期卵となっ たもの が「み

かけの生卵」であるか否 かを検討 すべきである，将来 各

種 の虫卵生死判定法又は孵化発育試 験によっ てこれ が明

ら かにされることは，殺 卵剤 の効果 判定 に寄与するばか

りではなく公衆衛生学的に も重要 な意義をもっ こ とは明

ら かである．

こ のような前提の下で，今回ま でに行なっ た各種虫卵

に対す るThiabendazole の殺卵効果 をみ ると，同一作用

条件で は蛔虫卵が最も抵抗力が大きいこ とは明らかであ

る．鞭 虫卵につい ては各種作用温度別 の最小 有効 濃度を

蛔虫卵 の場 合と比較 する と，5 °Cでは1 ／16，　15°C では1

／8，　25°C では1 ／2～1／4であ り， 作用温度 が高 くなる

に従い有効 濃度 の差 は小さくなる．釣 虫卵におい ては蛔

（　74　）

虫卵に対する濃 度の1 ／32～1／64（15°C のみ）とい う低濃

度で有効であっ た． また蛔虫卵及び鞭虫卵に対す る最小

有効濃度は再現性が高い 族 鉤虫卵に対する場 合は実 験

回数を増すと最yJヽ有効 濃度 に変 動がみられ た．こ の変 動

は1 ．56～0．39　ppm　とい う低濃度 の ために作用条件O

ジウムの屎 尿比，培養条件 の饐差） の影 響が大きくなる

ためであろ うと思 われる．

4． 屎尿槽へ の薬剤投入量に つい て

農 家貯 溜槽で殺卵剤を使用す る場合 には，実験室にお

ける 実験条件とは異なっ た因子 があ り，殺卵効果を変動

させ る原 因となる．即ち貯溜屎尿量 の測定 誤差， 目中夜

間 温度 の変動 ，水 又は新鮮屎尿の追加， 夾雑物 の量な ど

が挙げら れる．

蛔 虫卵 を対象 にすると実験的には15 °C　7日作用 の最

小有効濃度は25　ppm 　（40，000倍）である． しかし最ノJヽ有

効濃度のところには1 ～2 ％の仔虫期卵が認 められ るこ

とがあり（久津見，　1964b），確実な殺卵効果 を期待す るた

めには，この濃度 では不充 分である ため実際 使用に 当っ

ては50　ppm 　（20 ，000倍）とし た．

鉤虫卵に対しては 実験的 な最ノJヽ有効濃度 は15 °C　7日

作用の場合で0 ．78　ppm　（1 ，280，000倍） であっ たが，実

際 に使用するにはこのよ うな低濃 度である必要はな く，

確 実に 殺卵する こ とを 目的に して 計算に便利な5　ppm

（200 ，000倍）を使用し た．

上記 の濃度で 貯溜楷内 各種 虫卵に 対するThiabenda －zole

の殺卵効果 を調 べたが，何れの虫卵 も所定 の口数 で

完全に死滅し た．なお 屎 尿中に 投入 されたThiabenda －zole

は8 週間 後におい ても殺卵効果を示すこ とが分っ て

いるが（久津 見，　1964a）， 今回の実験で も薬剤投 入屎尿

が汲出されない限 り，若干 の新鮮屎 尿が追加 され た状態

において1 ヵ月おい たあ とでも，その含有虫卵は死滅す

ることが確 かめら れた，

写真にみられるよ うに， 虫卵の変性像は実験的に得 ら

れたものと同種類で あっ て，　Thiabendazole の殺卵作用

によることは明ら かであ る．

総　括

1． 屎 尿内鞭虫卵に対するThiabendazole の殺卵効果

を検討 した．　作用温度5 ゜C における最小有効 濃度は3

日及 び7 日作 用では25　ppm　（40，000倍）及 び12 ．5　ppm

（80，000倍）である．15 °C ではそれぞ れ6 ．25　ppm　（160，000

倍），　3．12　ppm　（320，000倍）で，25 °C では1 ．56ppm

（640，000倍），　0．39　ppm　（2，560，000倍）であっ た．



2． 屎尿内鈎 虫卵に対 しては作用温度15 °C のみで行

なっ た．犬 約虫卵に対する3 日及び7 日作用の最小有効

濃度は1 ．56　ppm　（640，000倍）及び0 ．39　ppm　（2 ，560，000

倍） であ り，ヅビ ニ約 虫卵及び アメリカ約虫卵に対して

は3 日作用では0 ．78　ppm　（1 ，280，000倍），7 日作用では0

．39　ppm　（2 ，560，000倍）であっ た．

3． 鞭虫卵及び約 虫卵に対 する最ノJヽ有効濃度 は，同一

条件下の蛔虫卵に対す るそれと比較する と何 れも小さく

鞭 虫卵では1 ／4（25c　C）～1／16（5°C）， 約 虫卵では1 ／32～

］L／64（15°C）の濃度において同一効果 を得た．

4．　Thiabendazole の実際使用価値を 調べるため， 各

種虫卵を含有する 農家屎 尿貯 溜槽内に 水溶性Thiaben ・dazole

を投 入し た．作用濃度 は蛔虫卵及び鞭 虫卵に対 し

ては50　ppm　（20 ，000倍）で， 鈎 虫卵に対 しては5 　ppm

（200，000倍）であり，何 れも7 日作用 で虫卵は完 全に死

滅した．

稿を終るにあ たり， 御指導， 御校閲を賜 わっ た予研寄

生虫部長小宮義孝博士， 及び柳沢十四男博士に感謝 の意

を表 す． またThiabendazole　 を御供与下さっ た 日本 メ

ルク万有株式会社 ならびに同社学術部菅原郁生 氏，前川

義孝 氏， 田中 正彦 氏に深謝す．

本論文 の要 旨は第33 回 日本寄生虫学会総 会（昭和39

年4 月） におい て発表した．
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STUDIES　ON　THE　OVICIDES　AGAINST　HELMINTHS　EGGS　IN　VIT 尺OIV

．　OVICIDAL　ACTIVITY　OF　WATER －SOLUBLE　THIABENDAZOLEON

　WHIPWORM　AND　HOOKWORM　EGGS　IN　NIGHTSOIL

AND　PREFIELD　TRIALS　IN　NIGHTSOIL

RESERVOIR　IN　RURAL　AREA

Haruhiko　KUTSUMI

｛Dep『tment 　of　Parasitりlogy，　National　Institi心 ザ 冫鳬 ぷ柘T り勾司

Ovicidal　activity　of　Thiabendazole　 （MK －360）　on　A 　scar　is　eggs　in　nightsoil　has　beenreported　previously

　｛Kutsumi ，　1964　a ，　b）．　The　present　report　deals　with　the　ovicidal　activity

（）f　Thiabendazole　on　whipworm　and　hookworm　eggs　in　nightsoil ．　Moreover ，　the　ovicidalactivity　on　A

　scat一紕　whipworm　and　hookworm　eggs　in　nightsoil　reserved　in　latrine　of　farmer －house

in　the　rural　area　was　also　eχamined ．　The　results　obtained　were　as　follows　：

1）　Ovicidal　activity　of　Thiabendazole　on　the　eggs　of　human　whipworm ，　Tricht 。公

かichiura ，　in　nightsoil　was 　examined　at　concentrations　between　50　and　0 ．05　ppm　with　two －folddilution

．　A　three －day　and　seven－day　exposure　resulted　m　no　larval　formation　in　25　ppm　and12

．5　ppm　at　5°C，　6．25　ppm　and　3 ．12　ppm　at　15 ゜C　and　1 ．56　ppm　and　0 ．39　ppm　at　25 ゜C，respectively

。

2）　Ovicidal　activity　of　Thiabendazole　on　the　eggs　of　human　hookworms ，　Anり んぶω 。zαduod

ど
。ale

　and　Necator　a ｝刄ericど7zjz
，
ぶj　in　nightsoil　were　eχamined　at　concentrations　between　1 ．56and

0．025　ppm ．　No 】arva　were　recovered　at　the　concentration　of　0．78　ppm　and　0 ．39　PPm　inthree

－day　and　seven－day　eχposure　at　15°C，　respectively。

3）　Ovicidal　activity　of　Thiabendazole　on　the　eggs　of　canine　hookworm ，　y1。cylosto。zαcaninum

，　was　examined　at　concentrations　between　1 ．56　and　0 ．0125　ppm ．　No　larva　wererecovered　at　the　concentration　of　1

．56　ppm　and　0．39　ppm　in　three－day　and　seven－day　eχposureat　15

°C，　respectively。

4）　Ovicidal　activity　of　Thiabendazole　on　Ascaris ，　whipworm　and　hookworm　eggs　weretested　after　seven

－day　eχposure　at　18－25°C　in　nightsoil　reservoir　（140 ～1 ，200　liter）．　Appro χimately50　PPm　of　Thiabendazole

was　used　for　killing　Ascaris　and　whipworm　eggs ．　No　larval　formationof　these　eggs　were　observed　after　cultivation　of　the　eggs

in　the　nightsoil　collected　from　the

reservoirs ．　In　the 　case　of　hookworm　｛Necatoi‘）　eggs　approximately　5　ppm　of　Thiabendazole　wasused　and　no　larva　were　recovered　after　the　cultivation　of　the　eggs　in　nightsoil

．
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写　　真　　説　　明

Thiabendazole作用後の各種虫卵変性像

鞭虫卵：実験室内殺卵試験による変性（I ～8 ），　1は単細胞変性，2 ～4 は胞形成単細胞，5 ～8

は異常発育．農家屎尿貯溜槽内殺卵試験による変性（9 ～12），すべて異常発育．

鉤虫卵：実験室内試験による変性（13～18），　13～17 は異常発育，18 は崩壊．貯溜槽内試験による

変性（・19～27），すべて異常発育．

蛔虫卵：実験室内試験による変性（28～42），　28～34 は，胞形成単繼胞，35～38 は異常発育，39～42

は顆粒化．貯溜槽内試験による変性（43～51），　43～48 は胞形成単49 ～50 は異常発

育，51 は顆粒化．

（　82　）




